内容解説資料
	2020年度用みんなとまなぶしょうがっこうせいかつ

	観点別特色一覧表

	学習指導要領との関連
	

	●教科目標
	

	観点
	みんなとまなぶしょうがっこうせいかつの特色

	①具体的な活動や体験を通した学習になっているか。
	●活動や体験の内容ごとにテーマをもった大単元として構成してあるので、具体的な活動を通して「何を、どのように学習する」が非常にわかりやすくなっている。

	
	●各単元冒頭では、子どもの思いや願いを喚起し、具体的な活動や体験を通して、子ども自らが解決していくことを促すつくりとなっている。
▶上2-3、16-17、38-39、50-51、58-59、70-71、82-83、92-93、96-97下2-3、16-17、36-37、56-57、70-71、88-89

	②身近な生活に関わる見方・考え方を生かしているか。
	●4人のキャラクターのつぶやきやカードの中で子どもが自然に見方や考え方を生かしていけるように設定されている。
▶上21-23、24-25等

	
	●各単元冒頭ではキャラクターたちの対話場面を配置し、子ども自身の経験を思い出せるようになっている。

	③自分自身、身近な人々、社会および自然の特徴の良さや、それらとの関わりや気付きが大切にされているか。
	●大単元全体を通して、子どもの身近な人々、社会、自然と直接関わる場面が数多く設定されている。また、各大単元が長期的に継続した活動として設定されているので、人々や社会、自然といった対象と繰り返し関わり、「気付き」を深めていけるように配慮されているとともに自分自身との関わりで考えられるように工夫されている。

	
	●4人のキャラクターのつぶやきや教科書に載っている投げかけで子どもの気付きの質を高めるように配慮されている。
▶上21-23等

	
	●子どもが考えることや表現することの手助けになるように巻末に『学び方図かん』が掲載されている。
▶上114-124　下104-120

	④生活上必要な習慣や技能を身に付けられるように工夫されているか。
	●活動を通して、公共におけるマナーなど、安全な行動や規則正しい生活ができるように注意マークやイラスト、子どもの言葉を各単元の要所で設定している。さらに巻末の学び方図鑑を設定しているので活動の中で必要な習慣や技能を身に付けれるようになっている。

	
	●公共のマナーについては、イラストなどを使って約束や注意を喚起し、イラストを見ながら子ども自身にどんな事が良いか悪いかを考えられるようにしたことで、より理解できるように配慮されている。
▶上44-45、55、122-123　下6、17、27、107、117等

	
	●学校生活における習慣については、上巻の『がっこうだいすき』にイラストで掲載し、学年末では『もうすぐ2年生』で毎日の習慣を行えているか確認できるように設定されている。
▶上①-⑧、108-109、122-124

	⑤身近な人々、社会および自然を自分との関わりで捉え、自分自身や自分の生活について考え、表現することができるように工夫されているか。
	●各単元において自己の自立を目標とし、主体的に活動していく中で、自分や自身の生活に対して考えられるように構成されている。また、それらとの関わりをカードなどに記録していくことを重視しており、単元末では多様な表現でまとめ、振り返るように工夫されている。

	⑥身近な人々、社会および自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学んだり生活を豊かにしたりしようとする態度を養うように配慮されているか。
	●全単元を通し、キャラクターや写真によって子ども達が意欲的に活動している様子が取り上げられている。また、振り返り場面が充実しており、子ども達が自分の成長に気付ける場面が多く設定されている。

	
	●単元の終わりには、活動後の自信をもった子ども達が、次への活動への意欲をもてるように配慮されている。
▶上14-15、37、104　下24-25、54-55、100-101等


	●教科目標
	

	観点
	みんなとまなぶしょうがっこうせいかつの特色

	⑦学校、家庭および地域の生活に関わることを通して、自分と身近な人々、社会および自然との関わりについて考えることができ、それらのよさやすばらしさ、自分との関わりに気付き、地域に愛着をもち自然を大切にしたり、集団や社会の一員として安全で適切な行動をしたりするように配慮されているか。
	●活動や体験の内容ごとにテーマをもった大単元として構成してあるので、具体的な活動を通して「何を、どのように学習する」が非常にわかりやすくなっている。

	
	●各単元冒頭では、子どもの思いや願いを喚起し、具体的な活動や体験を通して、子ども自らが解決していくことを促すつくりとなっている。
▶上2-3、16-17、38-39、50-51、58-59、70-71、82-83、92-93、96-97
 下2-3、16-17、36-37、56-57、70-71、88-89

	
	●単元を通して、対象と関わることや対象の気持ちになって考えること、自分や周りの人についての気付きや自分との関わりで考える事を大切にするように配慮されている。

	
	●他者との関係については、子どもの発達段階を考慮した扱いとなっている。上巻前半では身近なグループとの関わりを基本に、クラスの他の子どもとの関わりへと広げており（▶上13、15、26-27等）、上巻後半では年下の子どもや地域のお年寄りとの関わり（▶上69、80-81、110-111）や家庭の大人達との関わりに気付くように構成されている。下巻ではさらに身近な社会の人々へと視点を広げていくように構成されている（▶下2-35、38-39等）。

	
	そして、下巻最終単元では、これらを統合した形で、「できるようになった今の自分」を中心に、それを取り巻く友達、家族や社会の人々と一枚の紙にまとめ、それらをもとに自分の将来を思い描くように構成されている。

	
	●自然との関わりでは、まず素材を知るところから入っているが、理科的な知識に留まるのではなく、アサガオやモルモットなどの素材との関わりを通して、他の存在に気付き、理解するように構成されている。
▶上33、36、86-87、94　下52-53、69等

	⑧身近な人々、社会および自然と触れ合ったり関わったりすることを通して、それらを工夫したり楽しんだりすることができ、活動の良さや大切さに気付き、自分たちの遊びや生活をよりよくするようにする配慮がされているか。
	●全単元を通して、思いや願いをもちながら色々な人やものと直接関わる活動や体験を多く取り入れている。そしてそれらを工夫したり改善したりしていく中で、活動の良さや大切さに気付き、自分たちの遊びや生活をより良くするように配慮されている。例えば下巻『作ってあそぼううごくおもちゃ』では、自分のおもちゃを工夫し、友達の意見も取り入れて何度も改良していき、さらに遊び方も工夫し発表していくように構成されている。
▶下70-87

	
	●自然を愛する心情を育むよう、まず自然とたっぷりと関わるような構成となっている。例えば上巻『あきをたのしもう』では、もの作りの材料採取のために野外に出るのではなく、まず秋の自然を満喫した上で、もの作りへと移行していく丁寧なつくりとなっている。
▶上58-61

	⑨自分自身を見つめることを通して、自分の生活や成長、身近な人々の支えについて考えることができ、自分の良さや可能性に気付き、意欲と自信をもって生活するようにする配慮がされているか。
	●単元を通して振り返りの場面を大事にしており、単元の終わりには活動を振り返るとともに自分の成長を振り返るように構成されている。

	
	●上下巻ともに成長単元を設定しており、上巻の『ありがとうがいっぱい』では、家での仕事などを知り、更に自分で挑戦することで家の仕事や、仕事をしている人について知り、自分の生活について考えるようにしている。さらに仕事に挑戦することで、家の人に感謝の気持ちをもつと同時に、自分でできることをこれからも続けようとする意欲がもてるようになっている。

	
	●下巻の『わたしたんけん』では自分でできるようになったことを思い出すとともに前の自分はどうだったかを思い出すことで、より一層自分の成長や周りの人との関わりが感じられるように構成されている。

	
	●他者との関わりでは常に「ありがとう」という感謝の気持ちを大切にするように配慮されている。
▶「ありがとう」という言葉が登場する場面上⑥、11、36-37、81、96、102-105、116-117　下15、22-23、51-52、69、87、90、93、98-99、107、113


	●内容の組織・配列
	

	観点
	みんなとまなぶしょうがっこうせいかつの特色

	①各単元の活動構成は、展開がわかりやすく、読み取りやすい構成になっているか。
	●各大単元は、それぞれのテーマをもち、連続した活動になっているので、活動展開がわかりやすく見通しのもちやすい構成になっている。

	
	●登場する4人のキャラクターやその友達、先生を1人のイラストレーターが通して描いており、絵本のようにストーリーが読み取りやすい構成となっている。

	②地域や学校、子どもの実態に応じた指導ができるように配慮されているか。
	●活動ごとに大単元になっているので、時系列的に活動時期を特定しないで、地域や学校の環境、子どもの意識などに応じて、自由に学習時期を組み替えたり、軽重を付けて指導することができるように工夫されている。

	
	●素材や教材が複数提示されているので、地域や学校の実態、子どもの興味に応じて選択したり、適宜自由に扱えるように配慮されている。


	●内容の程度・分量
	

	観点
	みんなとまなぶしょうがっこうせいかつの特色

	①子どもの発達の段階や特性を踏まえ、２学年間を見通して学習活動が設定されているか。また、活動や体験の程度は、子どもの発達段階からみて適切か。
	●活動や体験の場が、空間認識の発達に応じて、1年では学校や学校の周辺、２年では地域へと広がるように配慮されている。

	
	●活動内容や教材については、発達段階を踏まえて、広がりと深まりのあるものに変化するように工夫されている。「探検単元」では、1年では学校、2年ではまちというように、活動の場が広がるように配慮されている。「飼育単元」では、1年では温かい動物に触れたり身近な生きものに親しむことを中心にし、2年では、自分の決めた生きものと継続的に関わり、深く研究する構成としてある。「遊び単元」では、1年が自然を利用した遊び、2年が動くおもちゃ作りというように、内容的な深まりが無理のない形で示されている。

	
	●記録例についても、子どもの発達段階を考慮したものとなっている。1年4〜5月の記録例では、簡単な言葉による記述となっているが、6月以降、より文章を書きこめる形式としている。また、上p.24-25のように、入門期の適切な時期にノートの書き方を多様な発達段階の子どもにも対応した形で示している。

	②全体および各単元の分量、配当時間は適切か。
	●学習内容は一般的な公立小学校で扱える内容に絞って精選して示されているので、ゆったりと対象に関わることができるように構成されている。また、各学年・各単元の時間配当は、標準時数を基準に構成してあり、ゆとりをもった活動が展開できるように配慮されている。

	
	

	
	

	●内容の選択と扱い
	

	観点
	みんなとまなぶしょうがっこうせいかつの特色

	①スタートカリキュラムへの配慮はされているか。
	●上巻の冒頭には、導入ページである『がっこうだいすき』と入門期単元である『がっこうたんけん』を設け、入学したばかりの子どもが学校生活にスムーズに適応できるようにスタートカリキュラムとして明確に位置付けされている。

	
	●『がっこうだいすき』は、子どもの発達段階を考慮し、情報量を限定したイラストと短い文のみで構成するように配慮されている。

	
	●『がっこうだいすき』②-④では、基本的習慣について示すとともに、⑤「こまったな。どうしよう。」というページを設け、子どもの不安に対処するとともに、それを解決してくれる「先生」がいることを明確に示している。

	
	●『がっこうだいすき』⑥-⑧では、友達を作り、一斉学習にもなじむように工夫されており、子どもが「あしたもたのしみだね。」と自信と期待がもてるように配慮されている。

	
	●『がっこうたんけん』では、校内やそこにいる先生達を知る中で、自分達の教室の位置を把握し、学校のどこからでも戻って来れるようになり、困った時はいつでも頼れる大人がいることに気付くように構成されている。

	②各単元の活動展開は、見通しやすい構成となっているか。
	●各単元冒頭では、子どもの思いや願いを軸に、無理のない見通しが設定されている。

	
	●各見開き左上には、活動のめあてと、子どもの思いや願いをもとにした言葉があり、主体的に学習に取り組めるように設定されている。

	
	●各大単元の左上には単元を大きく4つの段階に区分したバーがあり、現在どの時点にあるのか、無理のない形で示されている。

	③子どもの活動意欲を喚起する配慮や工夫がされているか。
	●各大単元冒頭の扉ぺ一ジには、魅力的な写真ページを設け、大きく掲載することで、子どもの期待感や意欲を引き出し、これから行う活動についての意欲を喚起するように配慮されている。また上巻では、幼保での体験や子ども達の日常経験、下巻では、1年での体験や子ども達の日常経験をイラストで示すことにより対話を促し、子どもの活動意欲を喚起している。

	
	●本文ページも、臨場感溢れる写真と本格的で見入ってしまうような美しいイラスト、親しみやすい言葉で表され、活動意欲が継続するように配慮されている。

	④子どもの主体的な活動を引き出すための工夫がされているか。
	●子どもの自発的な言葉をもとにしたリード文と、活動の楽しさと熱気を伝える写真やイラスト、親しみやすい4人のキャラクターと適切な吹き出しなどが、自分でもやってみたいという子どもの主体的な活動を引き出すように工夫されている。

	
	●上下巻巻末には、子どもの主体的な活動を支援する、『学び方図かん』が充実しており、子どもが常に参考にし、自分で活動を広げていけるように配慮されている。
▶上114-124　下104-120

	
	●子どもの主体的な活動を支援する、『ものしりノート』や『ちゃれんじずかん』、図鑑のページが充実しており、子どもが自分で活動を広げていけるように配慮されている。

	⑤各単元の活動展開は、学習したことを振り返ったりして自身の学びや変容を自覚できるような構成となっているか。
	●活動ごとに大単元になっているので、学習したことを振り返りやすい構成となっている。

	
	●単元の終わりでは、振り返り場面の充実が図られており、多様な表現をもとに、これまで学んだことや自分の成長に気付けるように配慮されている。
▶上34-37、45、90-91、104-105　下10-11、24-25、52-53、68-69等

	
	●上巻最終単元では、学年の終わりにこれまでの成長を振り返る場面が設定されている。また、下巻最終単元では、自分の変容を自分自身だけでなく、友達、家庭や大人達からも教えてもらうつくりとなっており、より深い自覚ができるように工夫されている。


	⑥各単元の活動展開は、対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりするような構成となっているか。
	●各単元ともに対話の場面を大事に扱っている。また大単元方式なので子どもが対話しながら変容していく姿がわかりやすい構成となっている。

	
	●子ども同士の対話のヒントになるように、個と個からの対話からグループでの対話など発展していく場面を設定しているなど、子どもの発達段階に応じた対話の場面を設定し、自分の考えなどを広げたり深めたりするような構成となっている。

	
	●巻末の『学び方図かん』では、「はなす」「はっぴょうする」などを扱っている。また発信だけでなく、どのように聞くかも示しており、子どもの対話活動について配慮されている。

	⑦子どもの気付きを確かなものとしたり、質的に高めていくための工夫がされているか。
	●活動を通して得られた子どもの気付きや思いを、カード、作文、手紙、劇化などのさまざまな方法で表現するように配慮されている。特に、「わたしのあさがお」「野さい日記」はカードの書き方を例示し、表現力の基礎や、科学的見方や考え方の基礎を育むように配慮されている。

	
	●子ども達の表現したものをもとに、身近な人々と伝え合う活動がされるように配慮されている。

	
	●教科書に掲載しているカードには先生の朱字をすべて入れてあり、子どもの気付きを価値付けていけるように配慮されている。

	⑧気付いたことをもとに考えることができるようにするため、見つける、比べる、たとえる、試す、見通す、工夫するなどの多様な学習活動が行えるように工夫されているか。
	●子どもの学びを豊かにするために教科書には多様な学習活動を掲載している。学習活動がより子どもに根付くように巻末の『学び方図かん』には学習活動へのポイントが載せてある。

	
	●上巻の秋の遊び、下巻の動くおもちゃ作りにおいては、繰り返し試行錯誤を行う場面を設定している。ここでは、いくつもの学習活動を行いながら、子どもが自分の願いや思いに沿ったおもちゃを作成、工夫していけるように構成されている。

	⑨自分自身への気付きを促す配慮がされているか。
	●具体的な活動の場面場面に用いるカードには「自己評価欄」が設けられており、自分自身を振り返ることができるように配慮されている。

	
	●各単元の終わりでは、記録などをもとに振り返る場面が設けられており、自分自身の成長に気付くための配慮がされている。

	⑩季節の変化への気付きが大切に扱われているか。
	●各大単元は、１年間を見通した継続した紙面として構成されているので、長いスパンで季節の変化に気付くことができるように配慮されている。

	
	●上巻の『あそびにいこうよ』では、各季節ごとに扉を設けて、季節の変化について気付けるように配慮されている。

	
	●上巻p.58-69の『あきをたのしもう』では、木の実などのおもちゃ作りの素材採取のために野外に行くのではなく、まず秋の自然にどっぷりとひたって季節を味わってから、おもちゃ作りへと移行していくように展開が工夫されている。


	⑪子どもの学びの深まりを作り出すために、考える場面や教師からの手立ての場面が組み立てられるように工夫されているか。
	●子ども達が自ら気付き、その質を高め深めていけるように活動写真や無理のないキャラクター同士の会話で構成されており、状況に応じて補助的な指示文が示されている。

	
	●子ども達に自ら気付かせていく場面と、『ものしりノート』のように教師が教える場面を分けるように工夫している。

	
	●状況に応じて、活動を行う際の教室内の配置や、教師の支援や板書も取り上げられている。

	
	

	⑫校外での学習を積極的に取り入れるようになっているか。
	●上巻では、子どもの身近な遊び場である公園に行き、自然だけではなく公共物を使った遊びを取り扱っている。▶上38-45、58-63、76-77

	
	●下巻の『まちたんけん』では校外に出て、地域のお店や人々と関わる活動を取り入れている。下巻の栽培活動では、地域で育てられる野菜を知るために校外に出かける活動を取り入れている。
▶下2-35、38-39、56-59

	
	●校外での活動の際に安全に行動できるように配慮している。

	⑬伝え合い交流する活動は大切にされているか。
	●上下巻を通して、４人の子ども達のさまざまな交流場面が示されており、子どもの活動のヒントとなるように配慮されている

	
	●各単元の活動では、身近な人々との関わりが盛り込まれており、活発な言語活動が行えるように配慮されている。また、それらを通して、子どものコミュニケーション能力が育つようにも配慮されている。
学校の人▶上10-15　公園やまちの人▶上44-45　下16-23、38-39、46、49
幼児▶上69、110-111　異学年▶上14下49、85、86-87
高齢者▶上45、80-81　下22-23、28-35

	
	●巻末の『学び方図かん』では、伝え合いについて、上巻では入門期を意識した「あそぶ」から「はなす」「きく」「はっぴょうする」、下巻では「話す」「聞く」「そうだんする」「はっぴょうする」を示し、伝え合い交流する活動について配慮されている。

	⑭素材や教材が、子どもの身近なもので指導しやすい内容になっているか。
	●どこでも手に入れやすい身近な素材や教具が取り上げられているので、子どもの興味を引き出すとともに、指導しやすい内容になっている。
身近な廃品利用▶下70-87他身近な自然素材▶遊び単元、栽培・飼育単元全体

	⑮地域の特色を生かした内容になっているか。
	●上巻p.74-77の雪の降る地域と降らない地域への対応のように、教材や活動を複数提示することで、地域の実態に合った活動に対応できるように配慮されている。

	
	●下巻の『まちたんけん』では、自分達のまちの様子やそこに働く人達を知り、それをまとめ発表していく中で、自分達のまちを愛する気持ちを育むように配慮されている。

	
	●地域の祭りや行事に参加するなどの具体例を示すことで、自分の地域へ目を向け、自分の地域を生かした活動に結び付くように配慮されている。

	⑯飼育活動や栽培活動は２年間に渡って断続的な飼育、栽培を行い、動物や植物への関わり方が深まるように配慮されているか。
	●飼育活動に関しては、上巻では子どもの発達段階を考慮し、主に温かい動物とふれあう活動を行い、下巻では自分の身近な生きものを捕まえて継続して飼い、色々な不思議を見つけ出すように配慮されている。

	
	●栽培活動では、上巻は同じ植物を一人ひとりが育てる活動が設定されており、下巻は子ども各自が自分の地域や育てる季節にあった植物を栽培していくようにしている。どちらも単元を通して子どもが対象と関わることで自分との関わりや愛着をもてるように配慮されており、下巻ではよりくわしくそのものについて知ることで、気付きや学びを深めていくように配慮されている。
飼育活動▶上82-95　下56-69　栽培活動▶上16-37　下36-55

	
	

	⑰地域や学校、子どもの実態に応じた指導ができるように配慮されているか。
	●活動ごとに大単元になっているので、時系列的に活動時期を特定しないで、地域や学校の環境、子どもの意識などに応じて、自由に学習時期を組み替えたり、軽重を付けて指導することができるように工夫されている。

	
	●素材や教材が複数提示されているので、地域や学校の実態、子どもの興味に応じて選択したり、適宜自由に扱えるように配慮されている。


	●今日的な教育課題
	

	観点
	みんなとまなぶしょうがっこうせいかつの特色

	①図書館教育への配慮がされているか。
	●上巻の『がっこうたんけん』では校内の学校図書館を見学したり、利用のし方を聞いてみたりする活動を入れている。また、下巻の『まちたんけん』では、図書館を使った活動を載せている。
▶上5、11　下14、24、26-27

	
	●図書を使って読んだり調べる場面が取り上げられている。
▶上5、55下39、49、61、91

	②安全・防災教育への配慮はされているか。
	●安全な学校の行き帰りや、学習活動における安全への配慮が十分されている。「いかのおすし」も掲載し、犯罪から自分の身を守るための視点についてもふれている。
▶上②、64、67、77、84、122-123　下6、12-13、58、72、74、82、114、116

	
	●上巻は夏休みで気をつけることを載せて安全への配慮がされている。
▶上54-55

	
	●防災についても上下巻でふれ、地震や津波などの天災に対しての対応も十分に配慮されている。
▶上124　下120

	
	●イラストや写真、マークでも安全や防災について示されている。
▶上5　下7、8、9、11

	③生命尊重や環境教育への配慮はされているか。
	●栽培・飼育単元では、生きものと直接触れ合ったり、一定期間育てたりする活動を通して、生命を尊重する心や、環境を大切にする心が育つように配慮がされている。

	③生命尊重や環境教育への配慮はされているか。
	●各単元の活動全体を通して、自然や生きものに対する気遣いを喚起させるような配慮がされている。
▶上32、33、37、95　下51、69等

	
	●身近な廃品を利用したり、活動後の後始末を示唆することによって、日常生活における環境への気付きやリサイクルを促すように配慮されている。
廃品の利用▶下80-89
活動の後片付け▶上67、89、108、111　下51、87、116
ごみの分別▶下87、116

	④日本の伝統文化を大切にしているか。
	●子ども達が生活している地域社会での、伝統的な行事をできる限り紹介し、積極的に参加できるように配慮されている。▶上55下28-35、裏表紙等

	
	●伝統的な遊びを高齢者の方々に教えてもらう活動を取り入れて、伝統的な遊びの良さを体感できるように配慮されている。▶上80-81

	⑤国際理解教育への配慮はされているか。
	●イラストに海外で行われている行事を入れたり、さし絵・写真の中に外国人を登場させるなど、国際理解の視点が十分配慮されている。
▶上6-7、13、15、27、96　下7、11、20、23、28-35、48、81、82、86-87等

	⑥道徳科との関連を考慮しているか。
	●上下巻ともに他人や自然を愛し、対話などを通じて他者を思いやる心を育むとともに、問題解決を通じて、自己の自立を培う構成となっている。

	⑦ICTの活用への配慮はされているか。
	●情報の収集場面や発信場面においては、人に聞いたり本で調べたりする以外に、郵便、電話、インターネットなどの情報手段が例示され、情報教育の素地となるように配慮されている。
●下巻巻末の『学び方図かん』では、インターネットの使い方を掲載し、利用する場合は大人と一緒に調べるなどの配慮がされている。▶下117
●さし絵でもデジタルカメラやタブレット、電子黒板などのICT機器を取り扱っている。
▶上27下10、11、22、39、49、61、68、117

	⑧QRコードで示されている内容は適切か。
	●主に「○○のし方」で構成されており、子どもの主体性を邪魔することなく、適切な内容で構成されている。

	⑨人権・福祉教育・男女平等への配慮はされているか。
	●それぞれの単元の活動を通して、障害のある人、高齢者、身近な幼児など、多様な人々の関わりを大切に扱っている。障害のある人
▶上13、93、123　下7、14-15、23、28-33、86
●バリアフリーの視点から、身近な福祉関係の設備やそこで働く人々の存在に気付くように配慮されている。▶下11、14-15、110
●教科書の登場人物については男女の比率に偏りがないように配慮されている。また、女性の社会進出や男性の家事分担などにも配慮されている。


	●総合的な学習の時間・幼保小連携・合科的な指導

	観点
	みんなとまなぶしょうがっこうせいかつの特色

	①合科的な指導、他教科との関連がとれるように工夫されているか
	●話す、聞く、書くといった国語的要素を重用視し、手紙や作文を作成する場面も多い。また巻末資料ではそれらをまとめて示している。

	
	●主に表現活動を中心に他教科との関連が図られ、相互の学習効果が高められており、他教科で学んだことを生かしカードの記録で実際に使ってみたり、遊びをよくしようとしている。
算数▶上15、29、33、108-109　下49、51、84-85、86-87
音楽▶上5、11、49、66、90、109
図工▶ノート全体、上8、37、46-47、52-53、64-69、74-79　下20-21、52、70-87
体育▶上6-7、44-47、76-77、109　下65、91

	②幼保小連携や異学年交流に配慮されているか。
	●遊び単元を中心に、幼稚園児や保育園児、異学年の子どもと関わる活動が設定されている。
幼小連携▶上69、110-111　異学年交流▶上①、②、14　下1、49、85、86-87

	
	●単元とびらなどでも、幼保での既習経験を想起して、学習へとつなげていくイラストが用いられている。▶上16、37　下28

	③総合的な学習の時間との関連が図られているか
	●各大単元は、それぞれが学習テーマをもった課題解決型の活動になっているので、総合的な学習の素地を養えるように構成されている。

	
	●特に飼育・栽培単元や遊び単元では、探求していく姿や、協働して解決していく姿が見え、総合的な学習の素地が養えるように配慮されている。

	④中学年以降の社会科へのつながりに配慮されているか。
	●上巻では校内図を用い、また下巻では、校区の地図を使い、身のまわりの地域を空間的に考えられるように配慮されている。
▶上13　下4-5、6、20-21

	
	●下巻では、「まちたんけん」だけでなく、野菜の栽培においても地域の人とのつながりに配慮した構成となっている。▶下2-35、38-39、46

	⑤中学年以降の理科へのつながりに配慮されているか。
	●生命領域へのつながりは、栽培飼育や栽培をしていく中で継続して記録をとり、それらの形態的特徴や成長変化に気付き、理科への素地を養うように配慮されている。

	
	●地球領域へのつながりは、雨水や水たまり、水や石、どろ、かげ遊びといった遊びの中で、理科への素地を養うように配慮されている。
▶上48-49、52-53、76-77、79等

	
	●エネルギー領域へのつながりは、上巻では、草や木の実や風で動くおもちゃを工夫して遊んだりする中で、下巻では、風やゴムで動くおもちゃについて試行していく中で、理科への素地を養うように配慮されている。
▶上46-47、64-69、74-81　下70-87

	
	●粒子領域へのつながりは、しおれた花で色水を作ったり、しゃぼん玉で遊んだりする中で、理科への素地を養うように配慮されている。
▶上31、50-53


	●健康・安全・マナー

	観点
	みんなとまなぶしょうがっこうせいかつの特色

	①健康や衛生面での配慮がされているか。
	●うがい・手洗いなどの健康や衛生面については、「手洗い・うがいマーク」や「注意マーク」で注意を促している。
▶上21、27、43、48、53、61、75、84、93、108　下9、19、45、59

	②生活上必要なマナーについて配慮されているか。
	●社会的なマナーやルールが身に付くように配慮されている。
▶上5、11、44-45、55、108-109、116-117、122-124　下6、11-15、17、26-27、107、113等

	
	●インターネットの使い方について配慮されている。▶下117

	
	●友達や大人の人達に対して挨拶や「ありがとう」という感謝の気持ちをとても大切にしている。
▶上②、⑥、5、45、81、104-105、116-117　下22-23、69、93、98-99、107、113等


	●表現・表記

	観点
	みんなとまなぶしょうがっこうせいかつの特色

	①さし絵、写真などは効果的に表現されているか。
	●臨場感あふれる写真で、子どもの活動意欲を引き出すように配慮されている。また、魅力的なさし絵で、活動内容や活動の流れがわかりやすく表現されている。

	②紙面構成は工夫されているか。
	●本文はすべて見開き単位で構成され、本文の見出しやカードの位置を揃えることで、子どもにわかりやすく表現されている。

	
	●公的機関の専門家指導のもとユニバーサルデザインに配慮し、過度な色使いをせず、記号やマーク表示をできるだけおさえ、シンプルで見やすい紙面にしている。

	③表記・表現は適切か。
	●漢字とカタカナの使用については、上巻の二学期以降（夏休み明け）に、配当漢字・カタカナを使用し、漢字にはすべてルビを付けてある。

	
	●下巻では、１年２年の配当漢字を使用し、２年の配当漢字全てにルビを付けてある。表記・表現は子どもの発達段階や国語の学習との関連が十分考慮されるとともに、子どもの負担にならないように配慮されている。


	●印刷・色覚特性・製本

	観点
	みんなとまなぶしょうがっこうせいかつの特色

	①印刷は鮮明か。
	●白色度の高い用紙に、非常に鮮明で見やすく印刷されている。

	②色覚の特性やユニバーサルデザインを配慮しているか。
	●多様な色覚をもつ子どもに配慮し、公的機関の専門家指導のもとカラーユニバーサルの考え方によって、見やすくわかりやすい色使いが工夫されている。

	
	●公的機関の専門家指導のもと、記号やマーク表示をできるだけおさえ、子どもの発達段階に即した、シンプルで見やすい紙面であるように配慮されている。

	
	

	③表記・表現は適切か。
	●判型は、子どもの興味・関心を喚起するために大判化（A4変形判）を実現する一方で、軽量化にも配慮し、軽くて強度の高い用紙が使用されている。製本も低学年の子どもの使用を考慮し、堅牢さは堅持しながら、開きやすく、のどの部分が見やすくなっている。表紙は、厚い用紙が使われ、汚れや濡れに強いコーティングが施されている。


本資料は教科書発行者行動規範に則っており、配布を許可されているものです。　　学校図書株式会社

